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パ
ナ
テ
ー
ル

　
初
の
循
環
型
ス
イ
ス
製
ウ
ォ
ッ
チ
と
し
て
登

場
し
た
〝
Ｉ
Ｄ 

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
〞
は
ケ
ー
ス
素
材

と
し
て
パ
ナ
テ
ー
ル
社
が
製
造
す
る
リ
サ
イ
ク

ル
・
ス
テ
ン
レ
ス
・
ス
チ
ー
ル
を
採
用
す
る
。
同

社
は
ジ
ュ
ラ
地
方
の
ケ
ー
ス
・
メ
ー
カ
ー
を
買

収
し
、
2
0
1
2
年
に
時
計
外
装
メ
ー
カ
ー
が

多
い
セ
ー
ニ
ュ
レ
ジ
エ
で
創
業
。
時
計
ケ
ー
ス

を
製
造
す
る
傍
ら
お
よ
そ
5
年
前
か
ら
時
計
と

医
療
機
器
産
業
に
提
供
す
る
再
生
金
属
の
開
発

を
行
っ
て
き
た
。

　
ス
イ
ス
は
年
間
約
12
万
ト
ン
と
い
う
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
も
最
大
規
模
の
ス
テ
ン
レ
ス
・
ス
チ
ー

ル
の
消
費
国
で
あ
り
、
時
計
業
界
で
は
年
間
に

約
9
0
0
0
ｔ
の
ス
テ
ン
レ
ス
・
ス
チ
ー
ル
を

消
費
す
る
と
い
う
。
し
か
し
そ
の
う
ち
お
よ
そ

1
5
0
0
ｔ
は
時
計
部
品
の
製
造
過
程
で
廃
棄

さ
れ
る
が
、
破
棄
さ
れ
た
後
に
ど
の
よ
う
に
処

理
さ
れ
て
い
る
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
こ

で
パ
ナ
テ
ー
ル
社
は
「
循
環
経
済
ス
イ
ス
」
の

活
動
の
一
環
と
し
て
、
セ
ー
ニ
ュ
レ
ジ
エ
周
辺

の
時
計
部
品
や
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
約
40
社
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
、
廃
棄
さ
れ
た
3

1
6
Ｌ
ス
テ
ン
レ
ス・ス
チ
ー
ル
を
回
収
し
、再

生
に
着
手
し
た
。
社
名
の
パ
ナ
テ
ー
ル
は
方
言

で
、
農
民
た
ち
が
果
物
な
ど
を
収
穫
す
る
と
き

に
使
う
枝
を
編
み
込
ん
だ
籠
を
意
味
し
、「
回

収
」
が
共
通
項
だ
。

　
再
生
の
工
程
は
破
棄
さ
れ
た
3
1
6
Ｌ
ス
テ

ン
レ
ス
・
ス
チ
ー
ル
を
グ
レ
ー
ド
に
仕
分
け
を

し
、
再
生
す
る
グ
レ
ー
ド
4
4
4
1
を
ひ
と
つ

の
容
器
に
ま
と
め
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
そ
し

て
将
来
的
に
追
跡
可
能
と
す
る
た
め
に
、
容
器

を
密
封
す
る
前
に
ス
ペ
ク
ト
ロ
メ
ー
タ
ー
を
当

て
内
容
を
ス
キ
ャ
ン
し
た
後
に
鋳
造
所
に
運
び
、

再
生
工
程
に
入
る
。
パ
ナ
テ
ー
ル
で
は
化
学
薬

品
や
鉱
物
類
を
加
え
ず
に
高
品
質
の
リ
サ
イ
ク

ル
・
ス
チ
ー
ル
の
製
法
を
開
発
し
た
と
い
う
。

　
同
社
で
は
現
在
、
太
陽
熱
発
電
を
利
用
し
た

溶
鉱
炉
で
の
製
造
を
実
験
的
に
行
い
、
今
年
9

月
に
は
ス
イ
ス
国
内
で
本
格
的
な
稼
働
を
開
始

す
る
予
定
だ
。
リ
サ
イ
ク
ル
・
ス
チ
ー
ル
の
製

造
工
程
で
の
二
酸
化
炭
素
排
出
は
通
常
の
ス
チ

ー
ル
製
造
の
10
倍
削
減
で
き
、
さ
ら
に
太
陽
熱

発
電
を
使
う
と
1
6
5
倍
削
減
で
き
る
と
い
う
。

チ
タ
ニ
ウ
ム
の
再
生
に
も
着
手
し
、
今
年
か
ら

本
格
的
な
製
造
が
開
始
さ
れ
る
。

ス
テ
ン
レ
ス・ス
チ
ー
ル
と
チ
タ
ニ
ウ
ム
の
再
生
で
業
界
を
先
駆
け
る

奥はラ・ショー・ド・フォンの国際時計博物館に展示される予定
となっている、初めて太陽光発電の炉で鋳造されたリサイクル・
スチールのインゴット。手前の左は炉に入れる前のスチールの
チップ、右は完成したリサイクル・スチール。

パナテール社を含め、スイス・ジュラ山脈地方のセーニュレジエ
周辺のおよそ40社から時計や医療器具製造の過程で破棄された
316Lステンレス・スチールのグレード4441がリサイクル・スチー
ルの原材料として使われる。

リサイクル・スチールの製造が実験的に行われた、フランス南西
部のピレネー＝オリアンタル県にあるモン・ルイに設けられた太
陽熱を使った炉。二酸化炭素排出を通常の炉を使った場合より
も大幅に抑えられ、スイス国内での本格的な運用が予定される。

2021年12月にパナテールは通常の炉を使ってグレード5のチタ
ニウムの再生に成功したことを発表した。今年から供給を可能
にする予定という。奥は完成した再生チタニウム。手前の左はそ
れを削り出した状態、同右はポリッシュ仕上げを施したもの。
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伝
統
や
固
定
概
念
を
打
破
し
た「
循
環
型
ス
イ
ス
製
ウ
ォ
ッ
チ
」の
誕
生

Ｉ
Ｄ 

Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｖ
Ｅ

　
2
0
2
1
年
に
パ
ネ
ラ
イ
は
98
・
6
％
リ
サ
イ

ク
ル
・
ベ
ー
ス
の
素
材
を
使
っ
た
コ
ン
セ
プ
ト
・

ウ
ォ
ッ
チ
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、協
力
し
た
11

の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
名
も
公
表
し
、時
計
業
界
に

「
循
環
」
と
い
う
問
題
を
投
げ
か
け
た
。
し
か
し

こ
れ
よ
り
早
く
2
0
2
0
年
に「
循
環
型
ス
イ
ス

製
」
を
謳
っ
た
時
計
ブ
ラ
ン
ド
の
〝
Ｉ
Ｄ 

ジ
ュ

ネ
ー
ブ
〞が
誕
生
し
た
。
共
同
創
業
者
の
ひ
と
り

で
あ
り
、Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
フ
ル
ー
デ
ィ
ガ
ー
氏
は
ロ
ー

ザ
ン
ヌ
の
ホ
テ
ル
学
校
を
卒
業
後
、
コ
カ
・
コ
ー

ラ
・
ス
イ
ス
で
デ
ジ
タ
ル
と
Ｅ
コ
マ
ー
ス
の
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
を
務
め
て
い
た
。同
氏
と
は
幼
な
じ
み

の
マ
ル
ハ
ウ
ザ
ー
氏
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
時
計
学
校

を
卒
業
し
た
時
計
師
で
、ふ
た
り
は
子
供
の
こ
ろ

か
ら
時
計
に
興
味
を
も
ち
、「
社
会
に
イ
ン
パ
ク

ト
を
与
え
る
よ
う
な
時
計
ブ
ラ
ン
ド
を
作
る
こ

と
」が
夢
だ
っ
た
と
い
う
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
デ
ペ

リ
ー
氏
は
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
の
ア
ー
ト
学
校
を
卒
業

し
、フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て
ス
イ
ス
の
大
手
時
計

ブ
ラ
ン
ド
の
時
計
デ
ザ
イ
ン
に
携
わ
っ
て
い
た
。

　
Ｉ
Ｄ
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ（Identity

）を

意
味
す
る
。「
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
・
グ
ッ
ズ
の
消

費
態
度
を
変
え
る
新
た
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

と
な
る
、と
い
う
思
い
を
込
め
た
」
と
い
う
。
彼

ら
は
創
業
に
あ
た
っ
て
2
0
1
9
年
に
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
を
探
す
た
め
に
ス
イ
ス
国
内
を
回
っ
た
。

そ
の
構
想
の
意
外
さ
に
目
を
丸
く
す
る
人
も
多

か
っ
た
と
い
う
が
、最
終
的
に
95
％
リ
サ
イ
ク
ル

の
〝
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
1
〞
が
完
成
。
彼
ら
は
2
0

2
0
年
12
月
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
3
0
0
個
を
販
売
し
、
資
金
を
調
達
し
た
。

〝
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
1
〞
は
「
長
く
愛
さ
れ
る
」

を
前
提
に
誕
生
か
ら
50
年
を
経
て
も
人
気
が
高

い
時
計
に
着
想
を
得
て
八
角
形
の
ケ
ー
ス
が
デ

ザ
イ
ン
さ
れ
た
。
ケ
ー
ス
は
後
出
の
パ
ナ
テ
ー

ル
社
が
再
生
し
た
再
生
ス
テ
ン
レ
ス
・
ス
チ
ー

ル
を
採
用
し
、
同
社
で
製
造
さ
れ
る
。
ム
ー
ブ

メ
ン
ト
は
小
規
模
の
ブ
ラ
ン
ド
か
ら
Ｅ
Ｔ
Ａ
2

8
2
4-

2
を
搭
載
し
、5
年
以
上
在
庫
と
し
て

残
っ
て
い
た
時
計
を
提
供
し
て
も
ら
い
、
ジ
ュ

ラ
地
方
の
時
計
師
た
ち
が
分
解
し
て
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
を
取
り
出
し
、
再
調
整
を
行
う
。
分
解
後

の
ケ
ー
ス
や
針
、
文
字
盤
は
ス
イ
ス
国
内
の
専

門
工
場
で
粉
砕
し
、
再
生
す
る
と
い
う
。
完
成

品
の
組
立
は
マ
ル
ハ
ウ
ザ
ー
氏
が
担
当
。
ス
ト

ラ
ッ
プ
に
は
ワ
イ
ン
醸
造
後
の
ブ
ド
ウ
の
残
留

物
を
原
料
に
植
物
性
繊
維
を
製
造
す
る
イ
タ
リ

ア
の
ヴ
ェ
ギ
ア
社
製
を
採
用
。
ま
た
ボ
ッ
ク
ス

は
キ
ノ
コ
の
菌
糸
体
に
麦
藁
や
コ
ル
ク
な
ど
の

農
業
廃
棄
物
を
混
合
し
た
原
料
か
ら
梱
包
材
を

作
る
イ
ギ
リ
ス
の
マ
ジ
カ
ル
・
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー

ム
社
製
が
使
わ
れ
る
。
2
0
2
1
年
に
は
約
3

0
0
個
を
製
造
し
、
今
年
末
に
は
1
0
0
0
個

を
目
標
と
す
る
。
ま
た
日
本
や
フ
ラ
ン
ス
へ
の

進
出
も
計
画
中
だ
。「
今
年
は
少
し
小
ぶ
り
な
ユ

ニ
セ
ッ
ク
ス
・
モ
デ
ル
を
発
売
す
る
予
定
で
す
。

現
行
モ
デ
ル
で
は
ス
ー
パ
ー
ル
ミ
ノ
ヴ
ァ
は
リ

サ
イ
ク
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
パ
ネ
ラ
イ
が

コ
ン
セ
プ
ト
・
モ
デ
ル
で
採
用
し
た
ト
ラ
イ
テ

ッ
ク
社
の
リ
サ
イ
ク
ル
・
ス
ー
パ
ー
ル
ミ
ノ
ヴ

ァ
に
切
り
替
え
て
い
き
ま
す
。
ま
た
サ
フ
ァ
イ

ア
・
ク
リ
ス
タ
ル
も
現
在
は
70
％
リ
サ
イ
ク
ル

で
す
が
、
よ
り
再
生
率
の
高
い
も
の
に
し
、
文

字
盤
と
針
も
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
し
た
亜
鉛
製
に

替
え
ま
す
。ス
ト
ラ
ッ
プ
は
新
た
に
ロ
ン
ド
ン
の

バ
イ
オ
フ
ィ
リ
カ
社
の
協
力
を
得
て
、革
に
替
わ

る
堆
肥
化
で
き
る
も
の
を
採
用
し
ま
す
」
と
、彼

ら
の
意
気
込
み
は
強
い
。リ
サ
イ
ク
ル
は
時
計
業

界
に
根
付
く
の
だ
ろ
う
か
。フ
ル
ー
デ
ィ
ガ
ー
氏

は「
私
た
ち
は
ス
イ
ス
の
時
計
業
界
に
一
石
を
投

じ
ま
し
た
。
リ
サ
イ
ク
ル
・
ス
チ
ー
ル
が
や
が
て

業
界
の
中
で
普
通
に
な
る
で
し
ょ
う
」
と
語
る
。

友人関係にあったというID ジュネーブの創業者たち。左からデザインを担当するシグナル・デペリー氏（39歳）、CEO兼コミュニケーション
とデジタル戦略担当のニコラス・フルーディガー氏（33歳）、時計師で製造責任者のセドリック・マルハウザー氏（32歳）。フルーディガー氏と
デペリー氏がまずプロジェクトに着手し、クラウドファウンディング直前にマルハウザー氏がフルタイムでID ジュネーブに加わった。

“98％スイス・メイド、100%ヨーロッパ・メイド”の「サーキュラー 1 」。5 気圧の防水性能を
もつ直径41.00㎜×厚さ9.65㎜のリサイクルSS製ケースに、再利用のETA2824-2（25石、毎
時 2 万8800振動、パワーリザーブ約38時間）を搭載。協力ブランドが提供するムーブメント
にはそれぞれ異なる仕上げが施され、「それがおもしろいところ」とフルーディガー氏は語
る。ケース裏側には316Lステンレス・スチールのグレードを示した4441の数字と、SDGsの
12番目の目標である「持続可能な消費と製造」を示す無限大マークが刻印される。
　ベジタブル・ストラップは原料の80％がワイン醸造後のブドウの残留物で占められる。菌
糸と農業廃棄物から作られたボックスは堆肥化し、約45日で土に同化してしまうという。
　文字盤はシルバー、ブラック、ブルーがあり、価格は3500スイス・フラン（約43万7500円）。
またレーザー・エングレービングを施したダーク文字盤あるいはライト文字盤も揃い、価格
は3800スイス・フラン（約47万5000円）。ID ジュネーブのオンラインショップで購入できる。
＊1スイスフラン=125円／2022年2月22日現在
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